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知多半田駅前広場改修設計業務委託 特記仕様書 

 

 

第１条 適用範囲  

本仕様書は、半田市（以下「本市」という。）が受託者に対して委託する

「知多半田駅前広場改修設計業務委託」（以下「本業務」という。）に適用し、

業務を実施する上で必要な作業方法及び遵守すべき事項について定めるものと

する。なお、本業務は、本特記仕様書のほか、設計業務等共通仕様書（愛知県

建設局）、公共建築設計業務委託共通仕様書（国土交通省）に基づくこととす

る。 

 

第２条 目的 

本市では、知多半田駅東の駅前広場について、単なる交通結節機能だけでな

く、人が居心地良く滞在でき、多様な利活用が可能な魅力的な広場へ改修する

ことで、中心市街地の活性化に繋げるため、令和７年２月に基本構想を策定し、

現行の駅前広場の機能を縮小し、余剰区域に広場を整備する方針を決定した。

この整備により歩行者の円滑な通行や快適な待合空間の確保及び隣接する泉線

との良好な接続を図り、駅前に人中心のウォーカブルな空間を構築することが

目的である。 

本業務は、令和６年度に定めた基本構想に基づき、隣接する道路との接続を

含め、駅前広場のリニューアルに必要な設計を行うものである。 

 

第３条 業務期間 

契約締結日の翌日（令和７年６月頃を想定）から令和９年３月１０日まで 

 

第４条 対象範囲図面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業務対象範囲 

知多半田駅 泉線 
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第５条 業務内容 

令和７年度 知多半田駅前広場改修基本設計業務 

（１）基本設計業務 

現状の交通条件に即した駅前の交通機能の確保と居心地の良い過ごしたくな

る空間の創出を図るための基本設計を行うもので、隣接する泉線との取り合わ

せも含め進めるものとする。 

 

①基本条件の整理 

現地踏査及び既存の資料により、現況や交通状況等を把握するとともに、基

本構想の内容を理解し、設計にあたっての前提条件を整理するとともに市民

意見や関係機関との協議内容を反映しながら作業を進める。 

 

②設計条件の検討 

「駅前広場等の将来需要」「関係事業者・関係機関等との協議結果」「取付道

路の交通処理方針」「空間の活用方針」「既存施設の再利用の要否」等を考慮

に入れながら、導入すべき施設の種類や規模の詳細な検討を行い、設計条件

として整理する。 

 

③景観計画 

泉線など周辺の公共空間と一体的な駅前広場及び交流広場となるように、配

置計画・利用計画や植栽計画、舗装材の検討等を含めた総合的な景観計画を

作成し、駅前広場及び交流広場の全体の整備イメージパースを作成する。ま

た、必要に応じて模型やイメージスケッチ等により関係者等に内容を共有で

きるものを作成すること。 

 

④整備案の検討 

設計条件や景観計画を踏まえ、敷地の造成計画、必要な施設の配置、構造、

意匠等について検討する。 

 

⑤建築物の基本設計 

前項の検討の結果、決定した建築物について、交流広場での豊かな公共空間

の利活用に資すると共に、居心地の良い乗り換え空間となるよう、広場と一

体感のある意匠性の高い建築物とする。また、幅広い利用者に対応できるよ

うに十分配慮をする。 

 

⑥排水設計 

造成計画も踏まえながら、雨水排水について設計を行う。 

 

⑦基本設計図の作成 

①～⑤を踏まえ、現況測量図を参考に駅前広場等の基本設計図（全体図Ａ３

サイズ、施設ごとの分割図Ｓ＝1：250）の作成を行う。 
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⑧概略工程表、ステップ図の作成 

駅前広場を使いながらの施工となるため、関係者と協議できるように、概略

工程表、ステップ図を作成する。 

 

⑨概算工事費の算出 

工種ごとに設計書を区分し、愛知県の積算基準資料（「土木工事標準積算基

準書」等）を参考に、概算工事費を算出する。 

複数年度の施工となる場合は、年度ごとの工事費も算出する。 

 

⑩協議資料の作成 

必要な関係機関協議を行うにあたり、資料作成及び議事録作成などを行う。

協議先は交通事業者、道路管理者、鉄道事業者、各施設の所管部署を想定し

ている。 

 

（２）市民意見の聴取（４回程度を想定） 

駅前広場の施設配置物、交通動線、デザイン、広場の使い方や管理運営方法、

泉線との連続性、管理手法等を検討にあたり、市民意見の把握や整備内容の周

知を図るためにワークショップや実証実験等の必要な取組について、企画立案

や実施方針、運営、ファシリテーション、開催記録作成などの支援を行う。ま

た、その結果に基づき、駅前広場の利活用、施設整備、交通管理等の観点から

課題を整理すること。 

 

（３）交通計画の精査及び関係会議等支援業務 

年２回程度、半田市が行う交通関係者協議の運営支援を行うものとする。 

駅前広場の実態把握・分析、駅前広場必要面積・規模算定などを示した計画概

要書作成し、検討会議当日の運営支援に必要な人数の確保や協議の議事録（概

要）の作成を行うものとする。 

 

（４）業務打合せ 

業務打合せの回数は８回（業務着手時、中間４回、関係機関協議２回、成果

物納入時） を予定している。 

 

（５）照査 

 最終的な成果品だけでなく、手戻りが無いよう、段階に応じて照査を実施す

る。 

 

（６）中間報告書作成 

令和７年度の検討結果を取りまとめ、報告書を作成する。 
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令和８年度 知多半田駅前広場改修実施設計業務 

（１）実施設計業務 

前年度の基本設計に基づき、整備に必要な実施設計を行うものである。 

①基本事項の整理  

基本設計内容を確認し、設計に必要な資料を収集整理し、設計計画をたてる。 

 

②詳細設計 

造成・舗装・既存構造物の取壊し等の土木工事の基本的な内容や基本設計で

検討した施設について、デザイン、施工性、維持管理の観点を考慮しながら、

材質・形状・配置計画等を詳細に検討し、発注に必要な設計を行う。 

 

③平面設計 

測量成果をもとに平面図及び座標計算を行い、平面計画図を作成する。 

 

④縦横断設計 

測量成果をもとに、駅前広場及び多目的広場の計画高を検討し、排水を考慮

した縦横断の設計を行う。 

 

⑤実施設計図の作成 

これまでの検討に基づき、実施設計図面を作成する。（図面縮尺は 1/250〜

1/20 程度とし種別に応じ協議によるものとする。）また、必要に応じて整備

の最終形が市民に簡潔に伝わるようイメージスケッチ等を作成すること。 

 

⑥建築物の実施設計 

前年度に実施した基本設計に基づく設計与条件及び提示された基準等によっ

て、詳細な実施設計を行う。（数量計算、積算・設計書作成業務、必要な各

種協議、申請書・計算書、図面等の作成を含む） 

 

⑦仮設構造物・排水設計 

工事に必要な仮設構造物及び、排水について設計を行う。 

 

⑧施工方法の検討 

既存機能を確保しながらの施工方法、工程等について検討を行う。 

 

⑨数量計算 

工種、材料ごとに数量を計算し、数量計算書としてまとめる。 

 

⑩概算工事費の算出 

令和８年６月３０日及び９月３０日までに算定し、報告する。 

 

（２）事業の周知及び市民意見の聴取のための取組 

整備の最終形について市民に広く周知し、意見を聞くための取組を企画検討
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し、実施すること。 

 

（３）関係機関協議支援 

公安委員会、交通事業者等との協議に必要な資料作成を行うとともに、必要

に応じて同行すること。 

 

（４）パンフレットの作成 

住民や事業者等に広く、事業内容を周知し、公民が連携しながらまちづくり

を進めるため、本業務に関するイメージパースなどを記載したパンフレット作

成する。パンフレットは A３見開き両面程度とし１００部印刷し、納品するこ

と。 

 

（５）業務打合せ 

業務打合せの回数は７回（中間４回、関係機関協議２回、成果物納入時） を

予定している。 

 

（６）最終報告書作成 

検討結果を取りまとめ、報告書を作成する。 

 

第８条 成果品 

（１）成果品について 

成果品は、下記に示すもの及びその他、監督職員が指示するものとすること。

なお、納入場所は産業課とし、納入期限は、別途協議の上決定する。 

●令和７年度 

基本設計報告書 A4チューブファイル ２部（電子データ含む） 

●令和８年度  

実施設計報告書 A4チューブファイル ２部（電子データ含む） 

パンフレット       １００部（A３見開き両面程度） 

 

（２）成果品の扱いについて 

成果品の著作権は発注者に属するものとする。 

また、提出された CADデータ（電子納品も含む）については、当該事業の

円滑な執行を目的に、当該施設に係る工事の受注者に貸与し、当該工事にお

ける施工図の作成及び当該施設の完成図の作成等に使用することがある。

又、完成後の施設管理や改修工事等に使用することがある。 

 

第９条 貸与資料 

受託者は、業務の遂行に必要な資料のうち、市が所有するものについては貸

与を受けることができる。受託者は貸与された資料の重要性を十分認識し、資

料の破損、紛失、盗難等の事故の無いよう十分注意しなければならない。 
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第１０条 準拠する図書 

（１）駅前広場計画指針（日本交通計画協会） 

（２）大規模開発地区関連交通計画マニュアル（国土交通省） 

（３）道路構造令の解説と運用（日本道路協会）  

（４）都市公園技術標準解説書（日本公園緑地協会）  

（５）都市公園の移動等円滑化ガイドライン（国土交通省） 

（６）国土交通省官房官庁営繕部が制定又は監修した基準等の最新版（国土交

通省） 

（７）半田市地域公共交通計画（半田市） 

（８）半田市ふるさと景観計画（半田市） 

（９）知多半田駅前地区計画（半田市） 

（１０）半田市中心市街地活性化コンセプトブック（半田市） 

（１１）みんなで描いた夢の未来図 知多半田エリア（半田市） 

（１２）半田市中心市街地活性化基本計画（半田市） 

（１３）その他必要な資料 

 

第１１条 他業務（別途発注業務）との整合 

受託者は、知多半田駅周辺で実施する他業務と緊密な連携・情報共有を図り

ながら設計内容の整合を図るものとする。 

 

第１２条 その他 

（１）変更 

業務の軽微な変更については、契約金額の変更は行わない。 

 

（２）質問回答書の作成 

成果物の引き渡し後であっても、本業務に関する質問が生じたときは、市と

協議し、受注者は、原則として無償で質問に対する回答書を作成する。 

 

（３）追加業務等の実施 

成果物の引き渡し後であっても、追加調査等の必要が生じたときは、市と協

議の上、受注者は、原則として無償で業務を行う。 

 

（４）説明会等への支援及び参加 

本市が本業務の成果等について説明会等を開催するときは、資料作成等の支

援をすると共に、必要に応じて出席すること。成果物の引き渡し後であって

も、市と協議の上、受注者は、原則として無償で支援を行う。 

 

（５）本仕様書の疑義の対応 

本仕様書について、疑義が生じた場合は、発注者と受注者が協議して定める。 

  


